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神経内科医，あるいは神経学者の精神医学的関心の
高まりはてんかんにかぎったことではない．多くの神
経疾患で同じように精神医学の役割が増している．学
習障害における神経遺伝学的発見や自閉症における中
枢神経系異常の発見によって，神経学と精神医学の境
界領域はさらに拡大し，同じものを両者がみているこ
とに当然のことながら気づき始めた．本書にあるよう
に同じことが学習障害や自閉症を併発したてんかんに
もいえる．
てんかんに精神病が生じることは以前から知られて

はいたが，その生物学的基盤が受け入れられるように
なったのは内側側頭葉てんかんと扁桃体や海馬などの
辺縁系の関連や統合失調症のつながりが明らかとなり，
重要な病態と考えられるようになったことが背景とし
て考えられる．こうした進歩によって，てんかん併発
精神障害の神経解剖学的あるいは神経化学的基盤の理
解が促され，わが国では歴史的にもともと精神科医が
みていたてんかん患者を欧米でも神経内科医よりも精
神科医になじみのある向精神薬で治療を受ける人も増
えてきている．
本書はそのタイトルのとおり，てんかんに関わるさ

まざまな精神医学的問題を扱っている．本書はてんか
ん併発精神障害の疫学に始まり，発作間欠期不快気分
障害，発作周辺期精神症状，発作後精神病などのてん
かんに特異的な精神障害だけでなく，てんかんを併発
することの多い知的障害，自閉症，認知症についても
それぞれ独立した章を設け，詳細に解説している．て
んかん治療における精神医学的問題も取り上げないわ
けにはいかない．さらに，本書では最新の抗てんかん
薬の副作用情報も更新しているが，現在きわめて重大
な問題となっている自殺も取り上げている．さらに，
側頭葉てんかんの外科治療に伴う精神医学的問題につ
いても情報を満載している．本書はこれまでに類書の
ない，まさに臨床てんかんnext step である．
最後に，監訳者の吉野相英教授についてであるが，
先生は博学でこの分野の第一人者であるのはもちろん
であるが，その性格は温厚かつ親しみやすく万人受け
する人格の持ち主である．てんかんに関わるさまざま
な精神医学的問題を扱う本書の訳者としてまさに適任
者であると思うのは小生だけではないのではなかろう
か．
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